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去
る
３
月
19
日
（
火
）、
東
京
・
新
木

場
の
木
材
会
館
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
代

表
者
が
出
席
し
、
全
木
連
・
全
木
協
連
等

合
同
正
副
会
長
会
議
、
全
木
連
・
全
木
協

連
・
木
退
共
の
理
事
会
、
全
木
政
連
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各
団
体
の
平
成
30

年
度
事
業
報
告
、
収
支
見
通
し
及
び
平
成

31
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
等
の

審
議
や
林
野
庁
と
の
情
報
交
換
会
が
開
催

さ
れ
る
と
と
も
に
、
翌
20
日
（
水
）
に
は

事
務
局
長
会
議
等
が
行
わ
れ
た
。

【（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

理
事
会
】

鈴
木
会
長
の
挨
拶
の
後
、
５
月
14
日

（
火
）
に
開
催
予
定
の
第
80
回
通
常
総
会

へ
の
報
告
事
項
並
び
に
提
出
議
案
と
し

て
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

見
通
し
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
公
共
建
築

物
、
民
間
施
設
等
で
の
木
材
利
用
促
進
法

の
見
直
し
の
検
討
、
パ
リ
協
定
に
よ
る
森

林
整
備
の
促
進
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の

施
行
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る
中
、
木
材

利
用
を
優
先
す
る
社
会
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
社
会
）
の
実
現
を
め
ざ
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
木
材
の
利
用
促
進
等
を
主
な

内
容
と
す
る
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
と

収
支
計
画
案
等
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

【
全
木
連
・
鈴
木
会
長
挨
拶（
要
旨
）】

政
府
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
及
び
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
に
対
す
る
農
林
水
産
業

体
質
強
化
対
策
や
経
営
安
定
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
平
成
30
年
度
第
２
次
補
正
予

算
に
加
え
、
本
年
10
月
の
消
費
税
増
税

対
策
を
柱
と
し
た
超
大
型
の
平
成
31
年

度
当
初
予
算
を
打
ち
出
し
、
減
退
気
味

と
も
い
わ
れ
る
景
気
の
テ
コ
入
れ
や
消

費
税
増
税
に
伴
う
需
要
の
反
動
減
対
策

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。

林
野
庁
に
お
い
て
も
、
成
長
産
業
化

に
向
け
た
改
革
を
一
層
前
進
さ
せ
る
観

点
か
ら
、
国
有
林
の
一
定
区
域
を
10
年

単
位
で
伐
採
で
き
る
権
利
を
「
意
欲
と

能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
に
付
与
す

る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
民
有

林
・
国
有
林
を
通
じ
た
林
業
・
木
材
産

業
の
生
産
・
流
通
改
革
へ
向
け
た
総
合

的
な
対
策
が
整
う
方
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
・
流
通
改
革
の

前
提
と
し
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
使
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
の
国
産
材
利
用

を
い
か
に
拡
大
す
る
か
、
特
に
、
木
材

利
用
に
対
す
る
施
策
を
検
討
し
て
こ
な

か
っ
た
市
町
村
に
は
、
配
分
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
木
材
利
用
拡

大
の
手
法
や
使
途
が
十
分
に
理
解
さ
れ
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
意
向
に
沿
っ
た
使
わ

れ
方
が
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
平
成
30
年
度
に
措
置
さ

れ
た
建
築
基
準
法
の
内
装
制
限
の
緩
和

な
ど
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、

民
間
の
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
を
促
進
す
る
対
策
の
必
要
性
・
重

要
性
等
に
つ
い
て
、
経
済
界
や
消
費
者

団
体
等
と
の
協
調
・
連
携
を
さ
ら
に
推

通
常
総
会
に
向
け
た
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
見
通
し
、

31
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
計
画
案
を
審
議

３
月
19
、
20
日
全
木
連
・
全
木
協
連
等
の

理
事
会
、
事
務
局
長
会
議
等
を
開
催
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し
進
め
る
と
と
も
に
、
国
会
議
員
の
先

生
方
の
動
き
と
も
呼
応
し
つ
つ
、
強
力

な
意
見
具
申
と
積
極
的
な
行
動
に
よ
っ

て
、
我
々
の
主
張
を
常
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

３
月
15
日
に
は
林
野
庁
に
対
し
て
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
６
団
体

に
よ
る
「
森
林
・
林
業
改
革
の
実
現
に

関
す
る
要
望
書
」（
別
添
）
を
手
交
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、「
国
有
林
材
の
長
期
安

定
供
給
の
た
め
の
制
度
の
創
設
」
や
「
耐

火
、
耐
腐
朽
性
等
部
材
の
技
術
開
発
」、

「
民
間
建
築
物
等
で
の
国
産
材
利
用
拡
大

の
た
め
の
木
材
利
用
促
進
法
の
創
設
」

な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関
係
団

体
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
強
化
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

循
環
利
用
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
れ

ば
、
山
元
へ
の
利
益
還
元
が
現
実
の
も

の
と
な
り
、
林
野
庁
が
目
指
し
て
い
る

ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。 

ま
た
、
昨
年
度
全
国
に
先
駆
け
て
、

埼
玉
県
木
材
協
会
が
開
始
さ
れ
た
「
中

大
規
模
木
造
建
築
技
術
者
講
習･

登
録

制
度
＝
地
域
を
育
て
培
う
プ
ロ
養
成
講

座
」
の
取
組
を
全
国
レ
ベ
ル
に
普
及
さ

せ
て
い
く
取
組
み
も
重
要
と
考
え
て
い

る
。

【
全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟

常
任
委
員
会
】

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

見
通
し
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
、
会
費
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
事
務
局
か
ら
木
材
を
優
先
し
て

活
用
す
る
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
を

実
現
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
界
の
政
治
力
を
結
集
し
て
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

【
全
木
政
連
・
𠮷
条
会
長
挨
拶

（
要
旨
）】

１
９
５
０
年
の
衆
議
院
に
お
け
る「
都

市
建
築
物
の
不
燃
化
の
促
進
に
関
す
る

決
議
」
以
来
、
木
材
利
用
の
抑
制
と
都

市
の
不
燃
化
を
目
指
し
て
、
都
市
建
築

物
の
非
木
造
化
に
向
け
た
施
策
が
国
を

挙
げ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
以
来
60
年

余
が
経
過
し
、
日
本
の
緑
は
見
事
に
回

復
し
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
森
林
資
源
は

今
ま
さ
に
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
森

林
を
保
全
し
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
木
材
利
用
の
抑
制
で
は
な
く
計
画

的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
０

年
に
は
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ

り
始
め
た
。

こ
の
法
律
を
契
機
に
、
耐
火
建
築
部

材
等
の
技
術
革
新
や
建
築
基
準
法
の
改

正
に
よ
る
木
造
建
築
へ
の
規
制
緩
和
等

に
よ
り
中
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
利
用
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
り
注

目
さ
れ
始
め
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
に
お
い
て
深

く
根
付
い
て
き
た
木
材
は
使
え
な
い
と

い
う
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
し
、
流
れ

を
大
き
く
変
え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
こ
れ
を
変
え

国
民
的
課
題
に
対
応
し
て
行
く
た
め
に

は
、
国
を
挙
げ
た
木
造
・
木
質
化
へ
の

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
森
林
を
活

か
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
地
方
創
生
、

国
土
強
靭
化
等
の
国
家
的
な
課
題
へ
貢

献
す
る
観
点
に
立
っ
て
、
都
市
の
木
造
・

木
質
化
推
進
へ
の
国
を
挙
げ
た
取
組
み

の
実
現
に
向
け
た
広
範
な
運
動
の
展
開

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
自
民
党
の
国
会
議
員
に
よ
る
、

こ
う
し
た
考
え
方
に
沿
っ
た
議
員
連
盟

が
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
動
き
と
連
携
し
、
新
し
い
木

材
の
時
代
へ
向
け
た
動
き
を
支
え
る
た

め
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
及
び
建

設
業
の
関
係
団
体
・
企
業
に
よ
る
協
議

会
の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
る
。
議
員

連
盟
が
立
ち
上
が
っ
た
段
階
に
は
、
何

卒
協
議
会
設
立
の
ご
趣
旨
ご
理
解
の
上
、

ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。（
後
段
の
都
市
木
造
化
推
進
議
連
及

び
同
協
議
会
の
発
起
人
会
設
立
を
参
照
）

【（
一
社
）
木
材
産
業
退
職
金

共
済
会
臨
時
理
事
会
】

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

見
通
し
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
、
会
費
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
事
務
局
か
ら
従
業
員
福
祉
の
増

進
と
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
制
度

の
普
及
推
進
活
動
、
加
入
促
進
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
行
く
と
と
も
に
会
員
、

加
入
者
の
管
理
、
退
職
金
支
払
い
等
を

適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

【
全
国
木
材
協
同
組
合連合

会
理
事
会
】

松
原
会
長
の
挨
拶
の
後
、議
事
に
入
っ

た
。
事
務
局
よ
り
５
月
に
開
催
予
定
の

第
59
回
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
と
し

て
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
見
通
し
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
等
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
保
険
の

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、
加

入
者
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
全
木
協

連
の
安
定
し
た
事
業
運
営
の
た
め
に
も

計
画
的
な
加
入
促
進
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

【
全
木
協
連
・
松
原
会
長
挨
拶

（
要
旨
）】

　
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
資
源
が
よ

う
や
く
成
熟
期
を
迎
え
、
木
材
と
し
て

の
利
活
用
が
本
格
化
し
て
き
た
こ
と
に

加
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
地
方
創
生

に
お
け
る
森
林
の
役
割
が
大
い
に
注
目

さ
れ
、
都
市
で
の
木
材
利
用
の
実
例
が

全
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
２
月
末
に
は
日
本
初
の
５
階
建

て
２
時
間
耐
火
の
山
口
県
長
門
市
役
所

の
構
造
見
学
会
が
行
わ
れ
、
宮
城
県
仙

台
市
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
床
２
時
間
耐
火
の
10
階

建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
も
３
月
に
入
居
が
始

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

無
理
と
思
わ
れ
て
き
た
都
市
の
木
造
・

木
質
化
ビ
ル
が
、
現
実
の
も
の
と
な
る

時
代
が
や
っ
て
き
て
い
る
。

全木連　鈴木会長の挨拶

全木政連　𠮷条会長の挨拶
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こ
れ
は
我
々
木
材
業
界
に
と
っ
て
、

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
も
の
と
考
え

る
が
、
一
方
で
は
、
戸
建
て
住
宅
需
要

の
減
少
、
建
築
費
等
の
コ
ス
ト
の
上
昇

等
、
厳
し
い
経
営
環
境
も
見
通
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
会
員
相
互

間
、
他
業
種
の
方
々
と
の
連
携
・
協
調

が
益
々
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

３
月
14
日
の
自
民
党
農
林
部
会
で
、
恒

例
の
木
造
公
共
建
築
物
の
各
省
庁
の
実
績

報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
各
省
庁
の
取
組
み

姿
勢
が
極
め
て
前
向
き
で
、
建
築
物
の
構

想
段
階
に
お
い
て
木
造
で
出
来
な
い
か
を

検
討
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
国
産
材
時
代
の
到
来
へ
の
期
待
を

現
実
の
も
の
と
す
る
方
策
の
一
つ
と
し

て
、
木
材
産
業
界
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
設

計
士
や
建
築
技
術
者
の
木
材
利
用
へ
の
関

心
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
品

質
の
確
か
な
木
材
製
品
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
結
果
と

し
て
山
元
の
供
給
体
制
の
強
化
・
充
実
に

繋
が
っ
て
い
け
ば
、
ま
さ
に
、
林
業
の
成

長
産
業
化
、
地
方
創
生
と
い
っ
た
命
題
の

解
決
策
へ
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
と
考
え

る
。　【

情
報
交
換
会
】

議
事
終
了
後
、
情
報
交
換
会
が
開
催

さ
れ
、
林
野
庁
の
猪
島
木
材
産
業
課
長
、

長
野
木
材
利
用
課
長
、
田
口
企
画
官
、

武
田
調
査
官
、
箕
輪
首
席
計
画
官
、
松

山
木
材
利
用
課
補
佐
か
ら
、
平
成
30
年

度
補
正
、
31
年
度
当
初
予
算
、
国
有
林

改
正
法
案
及
び
森
林
経
営
管
理
法
案
の

概
要
、
森
林
環
境
税
、
合
法
伐
採
推
進

対
策
、
国
交
省
の
恵
﨑
木
造
住
宅
振
興

室
企
画
専
門
官
か
ら
木
造
住
宅
・
建
築

物
の
振
興
な
ど
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
事
務
局
長
会
議
等
】

　
翌
20
日
（
水
）
に
は
、
事
務
局
長

会
議
が
開
催
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
木
材

利
用
促
進
の
動
き
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
実
証
支
援
事
業
、
外
構
部
の
木

質
化
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
説
明

と
そ
の
後
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

さ
ら
に
事
務
局
か
ら
全
木
連
・
全
木

協
連
補
助
事
業
等
の
実
施
状
況
等
並
び

に
（
一
社
）
林
業
機
械
化
協
会
二
口
総

務
部
長
か
ら
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
２

日
間
の
日
程
を
終
了
し
た
。 

３
月
26
日
、
自
民
党
の
国
会
議
員
に

よ
る
「
森
林
（
も
り
）
を
活
か
す
都
市

（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
議
員
連
盟
」
の

設
立
発
起
人
会
が
あ
り
、
発
起
人
代
表

の
吉
野
正
芳
議
員
、
金
子
恭
之
議
員
の

挨
拶
の
後
、
趣
意
書
案
を
鈴
木
憲
和
議

員
、
規
約
案
を
滝
波
宏
文
議
員
、
入
会

申
込
書
案
を
小
島
敏
文
議
員
、
取
組
方

針
を
吉
野
議
員
が
説
明
し
了
承
さ
れ
、

そ
の
後
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
先
人
が
戦
後
営
々
と
し
て
育

ん
で
き
た
我
が
国
の
森
林
資
源
が
利
用

期
に
達
し
て
お
り
、
森
林
の
維
持
及
び

地
球
温
暖
化
防
止
、
地
方
創
生
、
国
土

強
靭
化
等
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
木

材
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
都

市
の
木
造
・
木
質
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、

山
元
に
還
元
す
る
こ
と
で
日
本
の
森
林

を
活
か
そ
う
と
す
る
も
の
。

ま
た
、
団
体
側
か
ら
は
前
田
直
登
日

本
林
業
協
会
会
長
、
鈴
木
和
雄
全
木
連

会
長
、
村
松
二
郎
全
森
連
会
長
、
木
村

一
義
木
耐
建
会
長
（
以
上
、
協
議
会
世

話
人
）、
政
府
側
か
ら
本
郷
浩
二
林
野
庁

次
長
、
石
田
優
国
交
省
住
宅
局
長
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。

同
日
、
こ
の
議
連
を
支
え
る
「
森
林

（
も
り
）
を
活
か
す
都
市
（
ま
ち
）
の
木

造
化
推
進
協
議
会
」
の
設
立
発
起
人
会

も
行
わ
れ
、積
極
的
に
関
係
団
体
、企
業
、

地
方
公
共
団
体
等
へ
加
入
を
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

議
連
発
起
人
（
敬
称
略
）

﹇
衆
議
院
議
員
﹈
吉
野
正
芳
、
齋
藤
健
、

金
子
恭
之
、
谷
公
一
、
後
藤
茂
之
、

江
藤
拓
、
井
上
信
治
、
坂
本
哲
志
、

あ
べ
俊
子
、
宮
下
一
郎
、
西
村
明
宏
、

あ
き
も
と
司
、
盛
山
正
仁
、
小
島
敏
文
、

田
野
瀬
太
道
、
藤
丸
敏
、
井
林
辰
憲
、

八
木
哲
也
、
鈴
木
憲
和
、

﹇
参
議
院
議
員
﹈
野
村
哲
郎
、
岩
井
茂
樹
、

高
野
光
二
郎
、
滝
波
宏
文
、
髙
橋
克
法

～
国
産
材
の
安
定
供
給
・

需
要
拡
大
対
策
の
実
現
と

木
材
利
用
促
進
法
の
創
設
～

３
月
15
日
、(

一
社
）
日
本
林
業
協
会
、

全
国
森
林
組
合
連
合
会
、(

一
社)

日
本

林
業
経
営
者
協
会
、
全
国
素
材
生
産
業

協
同
組
合
連
合
会
、(

一
社)

全
日
本
木

材
市
場
連
盟
、
全
木
連
の
６
団
体
に
よ

り
、「
森
林
・
林
業
改
革
の
実
現
に
関
す

る
要
望
書
」
と
し
て
国
産
材
の
安
定
供

給
・
需
要
拡
大
対
策
の
実
現
と
木
材
利

用
促
進
法
の
創
設
に
つ
い
て
牧
元
林
野

庁
長
官
、
本
郷
次
長
に
要
請
を
行
っ
た
。

要
請
に
は
、
鈴
木
会
長
、
前
田
日
本
林

業
協
会
会
長
、
村
松
全
森
連
会
長
を
は

じ
め
関
係
者
が
参
加
し
、
積
極
的
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

林野庁次長へ要請

3月26日の議連発起人会で挨拶する鈴木会長

全木協連　松原会長の挨拶

全木連は、国産材を活用し
日本の森林を守る運動に
取り組んでいます。

http://www.kokusanzaikatuyo.jp/

６
団
体
に
よ
る

森
林
・
林
業
改
革
の

実
現
に
関
す
る
要
望

都
市
木
造
化
推
進
議
連
及
び

同
協
議
会
の
発
起
人
会
設
立
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２
月
12
日
（
木
）
木
材
会
館
７
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
全
木
連
及
び
木
材
利
用

推
進
中
央
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
「
新

た
な
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会
が
、
木

材
関
係
業
界
の
ほ
か
建
築
・
設
計
、
土
木
、

家
具
・
建
具
、
行
政
、
地
方
公
共
団
体

等
約
100
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
会
裏
に

開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
で
は
、「
地
域
材
を
使
っ
た
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
木
造
建
築
物
の
設
計

手
法
」
～
腐
ら
な
い
、
地
域
材
を
使
っ

た
省
エ
ネ
木
造
建
築　

熱
と
水
蒸
気
の

流
れ
を
考
え
る
～
を
テ
ー
マ
に
、
有
限

会
社
西
方
設
計
代
表
取
締
役　

西
方
里

見
氏
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。 

地
域
の
建
築
物
は
、
社
会
資
本
で
あ

り
、
人
の
健
康
（
温
熱
・
空
気
質
）、
建

築
の
健
康
（
耐
震
・
耐
久
）、
環
境
の
健

康
（
持
続
可
能
・
省
エ
ネ
）
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
大
型
木
造
建
築
に
一
般
流
通
地

域
材
製
材
品
を
多
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、

秋
田
県
の
「
道
の
駅
ふ
た
つ
い
」
で
の
４

寸
×
８
寸
×
長
３
ｍ
の
ス
ギ
製
材
で
構

成
し
た
ア
ー
チ
ト
ラ
ス
の
材
料
・
建
築
・

施
工
事
例
や
能
代
市
立
第
四
小
学
校
、
能

「
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
」で
は
、

木
造
施
設
の
普
及
と
木
材
利
用
拡
大
の

た
め
、
平
成
５
年
以
来
広
く
全
国
か
ら

作
品
を
募
集
し
、「
木
材
利
用
優
良
施
設

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
き
て
お
り
、

創
設
当
初
か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
、
林

野
庁
長
官
賞
を
授
与
し
て
き
た
が
、
昨

年
は
新
た
に
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
創
設

が
実
現
し
た
。
木
造
施
設
の
普
及
に
よ

る
木
材
利
用
の
拡
大
は
、
日
本
の
森
林

の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
並
び
に
地

方
経
済
の
活
性
化
等
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
環
境
大
臣
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
創
設
を
要
望
し
た
。

３
月
12
日
に
は
、
𠮷
条
全
木
政
連
会
長
、

前
田
日
本
林
業
協
会
会
長
、
村
松
全
森

連
会
長
が
あ
き
も
と
司
環
境
副
大
臣
に
、

あきもと環境副大臣へ要請

「
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
け
る
環
境
大
臣
賞
、

国
交
大
臣
賞
の
創
設
要
請

第
10
回
「
新
た
な
木
材
利
用
」

事
例
発
表
会
を
開
催

代
市
市
営
住
宅
、
国
際
教
養
大
学
宿
舎
等

を
事
例
と
し
て
、
熱
環
境
、
躯
体
性
能
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

第
２
部
で
は
、「
木
材
を
使
っ
た
街
づ

く
り
」
事
例
と
そ
の
評
価
と
し
て
、
３

人
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

①
木
に
な
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
「
東
急
池
上
線
戸
越
銀
座
駅
舎
」

～
90
年
ぶ
り
の
木
造
駅
舎

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

　
新
た
な
取
組
と
挑
戦
～

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

鉄
道
事
業
本
部　
工
務
部
施
設
課

課
長
補
佐　
杉
山
圭
大
氏

◎
既
存
の
機
能
を
活
か
し
な
が
ら
新
た

な
上
家
を
構
築
す
る
こ
と
、
狭
隘
な
箇

所
で
の
施
工
の
た
め
人
力
作
業
で
行
え

る
こ
と
、
さ
ら
に
鉄
道
工
事
の
た
め
終

電
か
ら
始
発
ま
で
の
約
２
時
間
の
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
施
工
が
可
能
な
こ
と

な
ど
か
ら
、
部
材
（
東
京
都
多
摩
産
の

ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
を
使
用
）
を
パ
ー
ツ
化

し
、
現
場
で
そ
の
パ
ー
ツ
を
嵌
合
さ
せ

大
き
な
空
間
を
つ
く
る
シ
ザ
ー
ス
ト
ラ

ス
構
造
を
採
用
。
地
域
連
携
・
貢
献
と

し
て
、
旧
舎
の
廃
木
材
を
活
用
し
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
メ

モ
リ
ア
ル
ボ
ー
ド
や
、
新
し
い
上
家
に

使
用
す
る
木
材
の
原
産
地
で
の
見
学
会

な
ど
、
駅
へ
の
愛
着
を
深
め
る
取
組
を

実
施
。
東
急
池
上
線
全
体
で
の
取
組
と

し
て
、
旗
の
台
の
「
木
に
な
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
」、
池
上
の
「
池
上
開
発
計
画
」
な

ど
に
つ
い
て
も
報
告
。

②
潮
来
小
学
校

木
造
校
舎
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ

茨
城
県
潮
来
市
役
所

生
涯
学
習
課

課
長
補
佐　
吉
川
増
夫
氏

◎
潮
来
小
学
校
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
平

成
21
年
の
耐
震
診
断
、
22
年
の
耐
力
度
調

査
の
結
果
、
校
舎
の
改
築
が
決
定
し
、
Ｒ

Ｃ
の
校
舎
を
想
定
し
た
が
、
市
長
と
の
協

議
で
予
算
は
そ
の
ま
ま
で
木
造
と
す
る
こ

と
が
決
定
。
設
計
業
者
は
木
造
の
経
験
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
東
洋
大
学
長

③
「
外
構
分
野
へ
の

　
　
国
産
材
活
用
事
例
」

～
事
例
＋

「
木
塀
は
本
当
に
腐
っ
て
し
ま
う
の

か
？
腐
朽
の
危
険
性
と
、
木
塀
を
長
持

ち
さ
せ
る
た
め
の
秘
訣
を
紹
介
」
～

（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構

森
林
総
合
研
究
所

木
材
改
質
研
究
領
域
長

大
村
和
香
子
氏

◎
外
構
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
材

の
活
用
事
例
、
野
外
暴
露
試
験
結
果
な
ど

を
報
告
。木
材
を
腐
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、

木
材
を
適
切
に
乾
燥
し
て
か
ら
使
う
こ

と
、
丸
太
や
角
材
の
場
合
は
、
適
切
な
背

割
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
保
存
薬
剤
を

加
圧
注
入
し
た
場
合
、
野
外
暴
露
15
年
で

も
健
全
な
状
態
を
維
持
す
る
の
に
対
し
、

無
処
理
の
場
合
、
野
外
暴
露
３
年
程
度
で

澤
先
生
と
東
京
大
学
稲
山
先
生
に
設
計
の

協
力
を
依
頼
。
木
材
使
用
量
は
、
構
造
部

が
４
４
６
㎥
、
そ
の
他
造
作
等
が
１
０
７

㎥
、
合
計
５
５
３
㎥
で
、
工
期
短
縮
の
手

段
と
し
て
、
地
元
の
大
工
が
参
加
で
き
る

単
純
な
施
工
方
法
と
し
、
６
ｍ
以
下
の
一

般
流
通
材
の
み
使
用
、
住
宅
用
の
機
械
プ

レ
カ
ッ
ト
、
住
宅
建
築
用
の
接
合
金
物
を

使
用
し
た
結
果
、
１
億
４
千
万
円
の
コ
ス

ト
削
減
を
実
現
。
潮
来
小
学
校
方
式
は
、

工
期
の
短
縮
、
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
で
、

木
造
校
舎
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
と
報

告
。

激
し
く
劣
化
す
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。
板

材
の
活
用
先
と
し
て
外
構
分
野
は
有
望
で

あ
り
、
(１)
水
の
侵
入
・
滞
留
防
止
（
笠
木

の
活
用
、
接
合
部
、
適
切
な
隙
間
、
水
が

滞
留
し
な
い
木
取
り
）、
(２)
防
腐
薬
剤
等

に
よ
る
菌
類
へ
の
抵
抗
性
付
与
、

(３)
美
観

の
維
持
（
木
材
保
護
塗
料
の
利
用
）
等
に

よ
り
、
軽
く
て
、
丈
夫
で
、
長
持
ち
す
る

材
料
に
な
る
と
報
告
。  

３
月
15
日
に
は
、
鈴
木
全
木
連
会
長
、

前
田
会
長
、
村
松
会
長
が
塚
田
一
郎
国

土
交
通
副
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

森林総合研究所　大村和香子氏



平成 31年 4月 26 日（金曜日） （第 680 号）全　木　連　時　報

２
月
５
日
（
木
）
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

の
普
及
を
図
る
た
め
、
全
国
木
材
組
合

連
合
会
、
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
、
全

国
木
材
市
売
買
方
組
合
連
盟
の
共
催
に

よ
る
第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

展
示
会
・
表
彰
式
が
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

多
く
の
木
材
業
界
関
係
者
が
見
守
る

中
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ
め
各
賞

が
授
与
さ
れ
た
。
表
彰
式
の
後
、（
一
社
）

全
国
木
材
検
査
・
研
究
会
理
事
長　

山

田
壽
夫
氏
を
講
師
に
、『
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

を
取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

（
詳
細
は
、
全
木
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

JAS

製
材
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.zenm

oku.jp

）

４
月
２
日
（
火
）、
平
成
30
年
度
補
正

予
算
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大
事
業
及

び
外
構
部
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
の
説

明
会
が
約
２
０
０
名
の
参
加
の
も
と
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
林
野

庁
木
材
利
用
課
谷
本
総
括
の
挨
拶
の
後
、

全
木
連
平
松
総
括
主
査
、
全
木
協
連
肥
後

審
議
役
に
よ
る
事
業
説
明
と
と
も
に
日
本

合
板
検
査
会
か
ら
Ｃ
Ｗ
法
の
概
要
等
に
つ

い
て
説
明
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
両

事
業
説
明
会
の
日
程
と
会
場
は
次
表
の
と

お
り
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
～
４

時
。
４
月
開
催

２
日
：
東
京（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）

４
日
：
札
幌（
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

５
日
：
仙
台（
メ
ル
パ
ル
ク
）

９
日
：
金
沢（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
）

11
日
：
福
岡（
ア
ー
ク
ロ
イ
ヤ
ル
福
岡
天
神
）

12
日
：
大
阪（
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

15
日
：
名
古
屋（
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

22
日
：徳
島（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

24
日
：
東
京（
イ
ー
ス
ト
21
）

25
日
：
広
島（
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

＊
事
業
概
要
等
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

（https://w
w

w
.jas-kouzouzai.jp

）、

外
構
部
の
木
質
化
の
支
援
事
業

（https://w
w

w
.kinohei.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

林業・木材産業の皆様を支援いたします。

「銀行から融資を受けたいけれど ・ ・ ・ 」 とお考えの林業・木材産業の経営者の皆様、もしも返済でき
なくなった場合に当基金が返済を肩代わりする債務保証を利用すれば、融資が受けやすくなります。
〇事業に必要な資機材の購入、立木や原木などの原材料の仕入れ、人件費や燃料費の支払い
〇事業規模の拡大や生産性向上のための設備投資
などで一時的な資金が必要な方にもご利用いただけます。

　

まずはお近くの銀行、信用金庫、信用組合などの金融機関、当基金の窓口へお気軽にご相談ください。

独立行政法人 農林漁業信用基金
〒 101-8506 東京都千代田区内神田 1 丁目 1 番 12 号（ｺｰﾌﾟﾋﾞﾙ 11 階）

TEL:03(3294)5585 ～ 5586　FAX:03(3294)5595
URL:http://www.jaffic.go.jp

当基金は、法律により国や都道府県の出資をもとに設立された公的機関です。林業信用保証
制度は、昭和３８年の創設以来、多くの皆様にご利用いただいております。

※ 木材産業等高度化推進資金を借り入れる際、林業信用保証を利用すると 0.4％低い利率が適用されます。

農林水産大臣賞受賞牧野氏による謝辞

東京会場（4月 2日）

第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

普
及
推
進
展
示
会
表
彰
式
・

記
念
講
演
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
・

外
構
部
木
質
化
事
業
説
明
会
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森林・林業改革の実現に関する要望書
～国産材の安定供給・需要拡大対策の実現と木材利用促進法の創設～

戦後造成された森林資源が利用期を迎えているが、我が
国の森林・林業は木材価格の低迷等から林業生産活動が低
下しており、整備の不十分な森林の存在、不安定な木材供
給が問題となっている。その状況を抜本的に改善するため、
今まで以上に森林所有者に利益を還元して、「伐って、使っ
て、植えて、育てる」という森林資源の循環利用を確立し、
森林の公益的機能の確保、林業の成長産業化を推進してい
くことが重要な課題となっている。

こうした状況の下、本年度から森林環境譲与税の配布や
「新たな森林管理システム」がスタートするなど林業の成長
産業化に向け大きく動き出していることに加え、これを補
完する国有林改正法の早期成立が期待されるところである。
また、こうした課題に対応していくには、これら施策の
活用とともに木材利用の拡大が不可欠で、特に都市部での
中高層ビルでの木材利用拡大が求められている。すでに「未
来投資戦略」等国の方針や経団連、経済同友会、全国知事
会の提言等において中高層建築物等への木材利用拡大の必
要性について言及されるなど機は熟しつつあり、都市にお
ける木材利用促進の動きを加速化していく大きなチャンス
が訪れている。

このような流れを受け、森林・林業・木材産業関係 6 団
体は、国民の安全・安心の確保を念頭に我が国森林資源の
活用を図り、林業の成長産業化を現実のものとするととも
に国民の安全安心を念頭に地球温暖化防止、国土保全等森
林の多面的機能を適切に発揮させ、森林・林業・木材産業
を通じた地方創生に向けた取組を一層強化するため、下記
の事項の実現を強く要望する。

記

1． 森林の経営管理の集積・集約化、主伐・再造林、間
伐の確実な実施、木材加工の生産性向上・高付加価値
化並びに木材の需要拡大等のための必要な予算の拡充

2． 都市部の木造化・木質化を推進するため、耐火、耐腐
朽等に関する技術開発対策の充実強化及び木造建築に関
する知識を有する設計士等の育成、消費者に対する木材
利用の重要性等の普及啓発に関する対策の推進

3． 国産材需要を拡大し、地球温暖化防止、地方創生、国土
強靭化を実現するため、公共建築物等木材利用促進法の内
容をさらに発展させ、民間建築物等における国産材需要拡
大に関する対策を盛り込んだ木材利用促進法の創設

４． 「伐って、使って、植えて、育てる」という森林資源
の循環利用を確立するため、山元に利益が還元できるよ
うな木材利用、流通・加工のシステムの構築及びこうし
た製品の活用に対する国民の理解を深める対策の検討

平成３１年３月

一般社団法人 日本林業協会
一般社団法人 全国木材組合連合会

全国森林組合連合会
一般社団法人 日本林業経営者協会

全国素材生産協同組合連合会
一般社団法人 全日本木材市場連盟

景  況  調  査
〔流通部門〕
当月の状況

販 売 量 増加２２％（１９） 変わらず６７％（５８） 減少１０％（　９）

仕 入 量 増加２０％（１７） 変わらず６３％（５４） 減少１７％（１５）

販売価格 上昇　８％（　７） 変わらず９１％（７８） 下降　１％（　１）

仕入価格 上昇　８％（　７） 変わらず８８％（７６） 下降　３％（　３）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
４２％（２８） ５５％（３７） ３％（　２）

来月の見通し

販 売 量 増加２１％（１８） 変わらず６６％（５７） 減少１３％（１１）

仕 入 量 増加１５％（１３） 変わらず６９％（５９） 減少１６％（１４）

販売価格 強含み　６％（　５） 保ち合い９０％（７７） 弱含み　５％（　４）

仕入価格 強含み　７％（　６） 保ち合い８７％（７５） 弱含み　６％（　５）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 １２％（　８） ７９％（５２） ９％（　６）
南 洋 材 ２８％（１７） ７０％（４２） ２％（　１）

北洋材（欧州材を含む） １８％（１１） ７７％（４８） ５％（　３）
国 産 材 １７％（１４） ７６％（６２） ７％（　６）
建　　材 １５％（１０） ８２％（５６） ３％（　２）

〔製造部門〕
当月の状況

販 売 量 増加３２％（２７） 変わらず５７％（４８） 減少１１％（　９）

仕 入 量 増加３０％（２５） 変わらず６１％（５１） 減少１０％（　８）

販売価格 上昇１０％（　８） 変わらず８９％（７５） 下降　１％（　１）

仕入価格 上昇１２％（１０） 変わらず７９％（６６） 下降１０％（　８）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
５０％（１７） ３８％（１３） １２％（　４）

来月の見通し

販 売 量 増加３０％（２５） 変わらず６１％（５１） 減少１０％（　８）
仕 入 量 増加２４％（２０） 変わらず６５％（５５） 減少１１％（　９）
販売価格 強含み１３％（１１） 保ち合い８６％（７２） 弱含み　１％（　１）
仕入価格 強含み　７％（　６） 保ち合い８２％（６９） 弱含み１１％（　９）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 １５％（　４） ６３％（１７） ２２％（　６）

南 洋 材 ２４％（　５） ６７％（１４） １０％（　２）

北洋材（欧州材を含む） １７％（　４） ６３％（１５） ２１％（　５）

国 産 材 １６％（１３） ６７％（５３） １６％（１３）

間伐紙（木になる紙）を使用しています。

モニター数１３８　回答数８６　回収率６２％ モニター数１４４　回答数８４　回収率５８％

平成３１年３月分集計表　　　　（　　　　）内は実数


